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社会福祉法人  幸楽会 〒010-0136　秋田市上新城中字片野4番地
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幸楽園居宅介護支援事業所
幸楽園在宅介護支援センター

☎018-870-2226
☎018-870-2226

特別養護老人ホーム幸楽園
シ ョ ー ト ス テ イ 幸 楽 園

☎018-870-2224
☎018-870-2227

社会福祉法人幸楽会　ホームページＵＲＬ　https://www.kourakukai.or.jp
本便りのバックナンバー、行事や事業内容などの活動状況、求人情報を公開しております。是非、ご覧くだされば幸いです。

お誕生日おめでとうお誕生日おめでとう

地
域
と
共
に
支
え
合
い
、
共
に
創
る
社
会
福
祉
法
人

　
　
　
　
　
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
幸
楽
園施

設
長
　
飯
塚
　
喜
弘

　

関
係
各
位
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
当
園
諸
事
業

に
は
多
大
な
ご
指
導
、
ご
助
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
６
年
５
月
期
理
事
会
・
定
時
評
議
員
会
を
終
え
、
前
年
度
の

運
営
状
況
（
決
算
内
容
）
を
本
誌
５
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
は
そ
の
経
営
内
容
に
透
明
性
を
担
保
す
る
こ
と
を
目

的
に
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
下
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

こ
こ
で
は
当
会
が
実
施
し
て
い
る
「
公
益
事
業
」
に
つ
い
て
、
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〇
中
町
内
会
避
難
所
整
備
事
業

　

当
会
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
運
営
す
る
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
幸
楽
園
」
の
機
能
を
開
放
し
、
地
元
町
内
会
の
公
民
館
を
避
難
所

と
し
て
運
用
す
る
際
に
寝
具
貸
し
出
し
や
非
常
食
を
提
供
し
て
い
ま

す
。

　

昨
年
の
豪
雨
災
害
時
に
発
動
し
、
地
域
の
方
々
の
安
全
に
寄
与
で

き
ま
し
た
。

〇�

近
隣
他
法
人
と
の
連
携
に
よ
る
子
供
食
堂
の
運
営
・
介
護
職
員
初

任
者
研
修
共
同
事
業

　

近
隣
の
特
定
医
療
法
人
や
社
会
福
祉
法
人
が
連
携
し
、
秋
田
市
土

崎
地
区
に
お
い
て
「
子
供
食
堂
」
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
沢
山
の
子

供
が
勉
強
し
、
そ
の
後
に
食
事
の
提
供
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
介

護
員
の
育
成
や
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
を
目
的
に
受
講
料
無
料
の
「
介
護
職

員
初
任
者
研
修
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

〇
職
員
の
派
遣
に
つ
い
て

　

ご
入
居
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
は
秋
田
市
上
新
城
地
域
の
住
民
で
あ

る
と
の
考
え
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
事
業
に
事
業
所
の
職
員
が
参

加
し
て
い
ま
す
。
町
内
会
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
、
他
に
も
地
元
の
公

園
は
毎
年
数
回
、
ス
タ
ッ
フ
が
草
刈
り
を
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
子

供
が
安
全
に
遊
べ
る
場
で
あ
る
よ
う
整
備
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
活
動
を
支
え
て
い
る
「
当
会
の
基
本
理
念
」
は
次
の
と
お
り

で
す
。

一
．
利
用
者
の
権
利
と
尊
厳
を
最
優
先
し
ま
す

一
．
一
人
ひ
と
り
の
人
権
や
人
間
性
を
尊
重
し
ま
す

一
．
利
用
者
の
家
族
を
継
続
的
に
支
援
し
ま
す

一
．
法
人
の
人
的
、
物
的
機
能
を
地
域
に
開
放
し
ま
す

一
．
低
所
得
者
・
社
会
的
援
護
を
要
す
る
人
を
支
援
し
ま
す

一
．
法
令
遵
守
を
念
頭
に
活
動
し
ま
す

　

想
い
を
大
切
に
、
地
域
と
共
に
支
え
合
い
共
に
笑
顔
を
創
る
社
会

福
祉
法
人
が
私
の
理
想
で
す
。
地
域
の
皆
様
に
は
い
つ
も
支
え
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
を
こ
の
場
を
お
借
り
し
、
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

発行責任者
社会福祉法人 幸楽会

飯塚喜弘
018 ― 870 ― 2224
【2024年 夏号】
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幸楽園だより幸楽園だより
2024.夏2024.夏

園での生活園での生活

春の外出デイ春の外出デイ 少人数のグループでドライブをし季節の
お花や景色を楽しみました

久しぶりの外出！どこまで行くのか楽しみだな♪

私達は平和公園まで！ 私達は
セリオンでひと休み

お誕生日は利用者様と
職員でお祝いしています♡

端午の節句では新聞紙で作った
兜を被り記念撮影

特別養護老人ホーム 幸楽園
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幸楽園だより幸楽園だより
2024.夏2024.夏

季節を感じられる食材使用とメニューで、
食事を楽しんでいただきたいと考えています。笑顔　  をひきだす食事笑顔　  をひきだす食事

ひな祭り

医 務 室 よ り

令和６年４月より
【新田医院 院長 新田 格 医師】が
嘱託医となりました。新田医師には
ショートステイ幸楽園でも嘱託医とし
てご尽力いただいており、この度、特
別養護老人ホーム幸楽園でもお力添え
いただくこととなりました。

「デコレーションちらし」 喫　茶 「いちごのコンポート
＆ロールケーキ」

端午の節句

「大人のお子様ランチ」



4

幸楽園だより幸楽園だより
2024.夏2024.夏

幸楽園居宅介護支援事業所

幸楽園ほっと通信幸楽園ほっと通信
ご利用者の皆様が、安心して楽しく安全に過ごしていただけますようお手伝いいたします。

サクラ綺麗だな～！サクラ綺麗だな～！

満開！満開！

これから花見♫これから花見♫

お花見日和
お花見日和

今年の夏も熱くなることが予想されます
エアコン使用と水分補給で夏の熱中症対策を万全にしましょう

詳しくは、厚生労働省　熱中症予防のための情報・資料サイト　をご覧ください

高齢者の介護や生活に関するご相談は　018-870-2226　へご連絡ください

●大量に汗をかいた時は塩分も忘れずに♡
　※水分や塩分の摂取量は、かかりつけ医の指示に従いましょう

●１時間ごとにコップ１杯♡
●入浴前後や起床後もまず水分補給を♡

１日あたり1.2Lを目安に♡　※コップ約６杯（ペットボトル500ml×2.5本分）
のどが渇いてなくてもこまめに水分補給をしましょう
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幸楽園だより幸楽園だより
2024.夏2024.夏

●理 事 長　渡　邉　良　雄
●理　　事　藤　原　昌　一
●理　　事　古　戸　　　武
●理　　事　永　田　賢之助
●理　　事　若　狭　清　美

●業務執行理事　飯　塚　喜　弘
●監　　事　半　田　政　敏
●監　　事　安　藤　　　涼
●評 議 員　佐　藤　俊一郎
●評 議 員　嵯　峨　誠　子

●評 議 員　泉　　　東美男
●評 議 員　辻　　　匡　人
●評 議 員　三　浦　昭　司
●評 議 員　永　田　愼　一
●評 議 員　渡　邊　　　仁

社会福祉法人 幸楽会 役員名簿
〈任　期〉　役　員　令和５年定時評議員会終結時から令和７年定時評議員会終結時まで
　　　　　評議員　令和３年６月17日から令和７年定時評議員会終結時まで

勘定科目 金　　額

収　
　

入

事業活動収入 430,822,510

施設整備等収入 69,300

その他の活動収入 2,288,540

収入合計 433,180,350
勘定科目 金　　額

支　
　

出

事業活動支出 401,478,892

施設整備等支出 2,956,800

その他の活動支出 13,957,794

支出合計 418,393,486

当期資金収支差額 14,786,864

前期末支払資金残高 210,008,738

当期末支払資金残高 224,795,602

資金収支計算書
区　　分 金　　額
資産の部 728,619,540

負債の部 76,518,024

差引純資産 652,101,516

財産目録
勘定科目 金　　額

収　
　

益

サービス活動収益 426,860,402

サービス活動外収益 3,962,108

特別収益 0

収益合計 430,822,510
勘定科目 金　　額

費　
　

用

サービス活動費用 418,456,370

サービス活動外費用 884,521

特別費用 5

費用合計 419,340,896

当期活動増減差額 11,481,614

前期繰越活動増減差額 366,286,619

その他の積立金積立額 10,000,000

次期繰越活動増減差額 367,768,233

事業活動計算書
資　産　の　部 負　債　の　部
科　目 金　額 科　　目 金　額

流動資産 241,696,723 流動負債 31,171,121

固定資産 486,922,817 固定負債 45,346,903

負債の部合計 76,518,024
純　資　産　の　部

基本金 76,424,364

国庫補助金等特別積立金 37,908,919

その他の積立金 170,000,000

次期繰越活動収支差額 367,768,233

純資産の部合計 652,101,516

資産の部合計 728,619,540 負債及び純資産の部合計 728,619,540

貸借対照表 （単位：円）

＊当法人の財務諸表は、法人本部に備え付けてあり、閲覧できます。令和５年度　決算報告
（単位：円） （単位：円） （単位：円）

お花見外出 桜の下でハイ、ポーズ♪

作品づくり

皆さんのお力で素敵な
作品ができました

外旭川デイサービスセンター幸外旭川デイサービスセンター幸
見学利用も随時行っておりますので、お気軽にお問い合わせください。　堀井・須賀まで
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幸楽園だより幸楽園だより
2024.夏2024.夏

幸
楽
園
の
丘
の
移
り
変
わ
り

１　

上
新
城
の
表
玄
関
と
し
て

　

幸
楽
園
の
建
っ
て
い
る
集
落
を
、
昔
は
湿
地
帯
を
意
味
す
る
「
谷
地
」
と
呼
ん
で
い
た
。
施
設
の
敷
地
・
片
野
四
番
地

の
あ
た
り
は
小
さ
な
沢
の
田
圃
だ
っ
た
。
こ
の
あ
た
り
を
人
が
知
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
港
土
崎
と
上
新
城
を
結
ぶ
県

道
が
出
来
て
か
ら
の
こ
と
だ
。
頃
は
明
治
の
初
期
だ
。

　

そ
も
そ
も
こ
の
道
は
、
飯
田
の
村
人
た
ち
が
掘
っ
た
船
堰
（
運
河
）
の
残
土
が
原
型
だ
っ
た
か
ら
、
一
雨
降
る
と
ぬ
か

る
み
に
な
っ
て
歩
け
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
か
ら
こ
の
道
の
大
改
修
が
始
ま
っ
た
。
明
治
は
二
十
四
年
に
な
っ
て
い
た
。

　

当
時
の
道
路
は
人
や
馬
が
歩
け
る
だ
け
で
よ
か
っ
た
。
上
新
城
村
の
人
達
は
中
村
か
ら
港
に
向
か
う
の
だ
が
、
ま
ず
若

宮
沢
の
急
坂
を
上
る
。
こ
の
峠
を
下
る
と
外
が
沢
で
、
今
は
ワ
カ
サ
の
坂
、
ソ
デ
が
沢
と
呼
び
名
が
変
わ
っ
て
い
る
。
沢

の
田
圃
を
横
断
す
る
と
狭
い
山
間
の
切
り
通
し
で
、
こ
の
県
道
を
境
に
東
が
上
新
城
中
、
北
が
下
新
城
中
山
だ
。

２　

別
れ
と
出
会
い
の
坂
「
吐
き
出
し
」

　

こ
の
境
界
は
今
も
そ
の
ま
ま
だ
が
、
地
形
は
だ
い
ぶ
変
わ
っ
た
。
そ
の
手
初
め
が
ま
ず
湊
道
の
大
改
修
だ
っ
た
。
道
は

大
幅
に
広
げ
ら
れ
「
ク
グ
ル
マ
の
坂
」
と
言
わ
れ
た
坂
も
か
な
り
手
直
し
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
の
拡
幅
で
取
ら
れ
た
中
村

の
山
は
岩
肌
む
き
出
し
の
崖
の
ま
ま
、
村
は
土
採
り
場
に
し
て
い
た
。

　

こ
こ
を
下
る
と
展
望
は
一
挙
に
開
け
る
。
ま
さ
に
新
城
の
玄
関
口
だ
が
ま
た
出
口
に
も
あ
た
る
。
ひ
と
呼
ん
で
こ
の
坂

は
「
吐
き
出
し
」
の
坂
。
出
兵
兵
士
の
送
迎
、
花
嫁
姿
の
出
会
い
と
別
れ
な
ど
、
幾
つ
も
幾
つ
も
の
ド
ラ
マ
が
あ
っ
た
坂
だ
。

　

戦
後
、
道
は
失
業
救
済
事
業
に
組
み
込
ま
れ
、
こ
の
辺
り
の
坂
は
ず
い
ぶ
ん
緩
や
か
に
な
る
。
削
り
取
っ
た
残
土
は
み

ん
な
湊
道
に
か
さ
上
げ
さ
れ
た
。

　

そ
れ
か
ら
数
年
の
後
、
こ
の
土
採
り
場
に
思
い
が
け
な
い
開
発
の
手
が
伸
び
る
。
昭
和
三
十
年
代
、
自
衛
隊
秋
田
駐
屯

地
の
開
設
で
大
量
の
山
砂
が
必
要
に
な
り
、
こ
の
地
が
着
目
さ
れ
た
。
土
砂
の
採
取
事
業
が
終
わ
っ
た
と
き
、
そ
れ
ま
で

の
断
崖
・
横
長
根
は
あ
ら
か
た
姿
を
消
し
、
現
在
は
中
の
公
民
館
が
建
っ
て
い
る
。

３　

消
え
た
灯
籠
長
根

　

そ
も
そ
も
こ
の
草
山
は
「
オ
モ
の
山
」
と
言
い
、
む
か
し
は
牛
馬
の
草
刈
り
場
で
あ
っ
た
。
戦
時
中
は
畑
で
、
暑
い
夏

に
は
鳥
の
食
害
か
ら
守
る
「
ト
リ
ッ
コ
番
」
が
子
供
た
ち
の
仕
事
だ
っ
た
。
子
供
は
朝
早
く
お
握
り
と
お
や
つ
を
腰
に
畑

に
向
か
い
、
筵
で
囲
っ
た
番
小
屋
で
過
ご
し
た
。
日
暮
れ
ま
で
一
日
中
、
キ
リ
ギ
リ
ス
の
鳴
く
音
を
聞
い
た
も
の
だ
っ
た
。

　

夏
の
炎
天
下
は
喉
が
渇
く
。
で
も
山
の
畑
に
は
冷
た
い
水
の
泉
が
あ
っ
た
。「
冷
ヤ
水
井
戸
ッ
こ
」
だ
。
泉
は
い
ま
幸

楽
園
の
上
の
杉
林
の
下
に
あ
る
。
入
居
棟
の
奥
に
誰
が
使
っ
た
か
配
管
が
あ
る
か
ら
、
探
す
に
は
目
印
だ
ろ
う
。
そ
れ
も

昭
和
五
十
七
年
に
自
動
車
道
が
出
来
た
の
で
、
水
脈
が
絶
た
れ
た
か
も
知
れ
な
い
。

　

も
う
一
度
、
公
民
館
の
建
つ
背
後
に
あ
っ
た
横
長
根
、
オ
モ
の
山
を
語
っ
て
終
わ
る
。
丘
は
な
だ
ら
か
で
芝
草
で
覆
わ

れ
て
い
て
、
尾
根
筋
に
一
本
づ
つ
並
ん
で
松
の
木
が
あ
っ
た
。
尾
根
の
ピ
ー
ク
と
お
び
し
き
頂
に
は
、
一
体
の
石
の
仏
様

が
安
置
さ
れ
て
い
た
。
戦
国
時
代
の
新
城
の
殿
様
は
、
う
ら
盆
に
な
る
と
こ
の
木
と
木
を
結
ん
で
灯
籠
を
飾
り
、
祖
霊
の

供
養
に
務
め
た
と
言
う
。
そ
の
謂
れ
が
あ
っ
て
丘
の
名
は
「
灯
籠
長
根
」
と
言
っ
て
い
る
。

（
永
田　

賢
之
助
）

　

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
無
事
に
発
行
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
も
ご
利
用
さ
れ
て
い
る
方
々
の
笑
顔

を
お
届
け
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
お
誕
生
お
め
で
と
う 

～
当
職
員
に
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

●
短
期
入
所
課
　
介
護
員

　

鎌
田　

真
吾　

ゆ
あ
ち
ゃ
ん　

令
和
６
年
１
月
１
日
生

　
新
人
紹
介 

～
①
好
き
な
芸
能
人 

②
休
日
の
過
ご
し
方 

③
今
後
の
抱
負

①
柴
田
恭
平
、ジ
ャッ
キ
ー
チ
ェ
ン

②
料
理
、
ド
ラ
イ
ブ
、
猫
と
遊

ぶ
、
庭
い
じ
り

③
１
日
１
回
1
人
で
も
多
く
の

人
を
腹
の
底
か
ら
笑
わ
せ
る
。

〝
笑
う
門
に
は
福
来
る
〟で
す
。

生
粋
の
関
西
人
な
の
で（
笑
） 植田　一美

幸
楽
園

●
介
護
員

①ILLIT

（K
P
O
P

）

②
韓
国
ド
ラ
マ
を
見
る
こ
と

③
先
輩
方
に
色
々
教
え
て
も
ら

い
な
が
ら
、
一
人
前
に
な
れ

る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

佐川　遥佳

幸
楽
園

●
調
理
員

①
キ
ム
・
ユ
ジ
ョ
ン
、
間
宮
祥

太
郎

②
韓
国
ド
ラ
マ
を
見
る
こ
と

③
体
が
続
く
限
り
働
き
た
い
で

す
。

久保田 江梨子

幸
楽
園

●
洗
濯
員

①
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
マ
ン

②
家
事
を
こ
な
す
、
テ
レ
ビ
、

動
画
を
観
る
、
後
は
ま
っ
た

り
過
ご
す

③
的
確
、
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る 畠山　輝子

幸
楽
園

●
洗
濯
員


